
平成　　年　　月　　日（申請日） １．教育業績（入力対象期間は、業績評価申請時の前年度までの３年間）
（１）学部教育への量的貢献 （２）学部教育への質的貢献 （３）大学院教育への貢献
Ａ　学部担当科目等 Ｂ　卒業研究担当教員 Ｃ　全学農畜産実習 Ａ　学生による授業評価Ｂ　ＦＤへの取組 Ａ　修士課程の指導

教員氏名（直接入力） 年度 科目名 単位数
総時間
数

分担時
間数

授業人数
(100人以
上)

年度 指導形態 学生氏名
過年
度

年度
全学農
畜産実
習

年度 授業評価 年度
ＦＤへの
取り組み

年度 指導形態

(入力例）　○○○○ 2010年度 ○○学 2 30 15 有 2010年度 単独指導 ○○○○ 無 2010年度 メンバー 2010年度 有 2010年度 有 2010年度 単独指導

・全シート共通事項：①各業績
は年代の古い順に入力、②各
業績欄は件数及び内容に応じ
て適宜列を拡張及び行を挿入
のうえ入力

・シラバス等の証拠書類を提出
・卒業研究はこれに含めない
・同一科目複数開講の場合はその回数分を乗じて計上

・科目数に関係なく対
象期間中の被評価の
有無１件のみを入力

・回数に関係なく対
象期間中に学内FD
研修会等への参加
の有無１件のみを入
力



（３）大学院教育への貢献 （４）学生支援
Ｂ　博士課程の指導 Ｃ　大学院担当科目等 Ａ　クラス担任 Ｄ　クラブの顧問等 Ｅ　その他

学生氏名 過年度 年度 指導形態 学生氏名 過年度 年度 科目名 単位数
総時間
数

分担時
間数

年度 役割 年度 年度 年度 名称等 年度 事項

○○○○ 無 2010年度 主指導 ○○○○ 無 2010年度 ○○学特論 2 30 30 2010年度 コア教員 2010年度 2010年度 2010年度 ○○部顧問 2010年度
（Ａ～Ｄ以外につい
て適宜記載のこと）

・監督、コーチは顧問の証明を
要する

・シラバス等の証拠書類を提出
・ゼミナール、セミナー類の科目はコレに含めない

・平成１９年度までの
本学学級担任を含む

Ｂ　ユニッ
ト担任

Ｃ　別科学
級担任教



２－１．研究業績（理系） （入力対象期間は、業績評価申請時までのすべての期間）
（１）原著
１）学術論文 ２）著書及び総説

Ａ　学術著書

教員氏名（直接入力） 論文区分 著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

(入力例…研究業績入
力例シート参照）

雑誌検索

①入力の際は、下記「雑誌検索」
ボタンを押下し、当該ウィンドウ
のプルダウンメニューから雑誌を
検索
②該当雑誌あり→選択→確定
③該当雑誌なし→ウィンドウの空
欄に雑誌名を直接入力→確定
（下記セルへの直接入力厳禁）



Ｂ　普及書・辞典・事典類

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

・普及書：学術著書以外の著書で文科省検定済みの教科書を含む



３）その他
Ｃ　総説 Ａ　翻訳

総説区分 著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

・学術雑誌又は国際会議或いは全国レベルの学会、会議等のプロシーディングに掲載され、学術上高い価値が認められるもの ・学術著書、辞典・辞書類の翻訳
雑誌検索

①入力の際は、下記「雑誌検索ボタンを押下し、当該
ウィンドウのプルダウンメニューから雑誌を検索
②該当雑誌あり→選択→確定
③該当雑誌なし→ウィンドウの空欄に雑誌名を直接
入力→確定
（下記セルへの直接入力厳禁）



Ｂ　その他

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

・学術著書、辞典・辞書類の翻訳 ・学術雑誌、商業誌等に掲載される総説以外の技術解説等、ソフトウェアの開発で、学術上価値のあるもの



（２）講演等 （３）外部研究費取得状況 （４）学会活動等
Ａ　学術表彰 Ｂ　国際学会・会議役員,Ｃ　国内学会役員

講演種類 講演題目 講演年月 研究費区分 研究題目 役割 取得年月 金額 学術賞名 開催レベル 受賞区分 受賞年月 学会_種類 学会名

・招待講演：基調講演者（Plenary speaker）、Keynote speakerが明記さ
れていること

・取得に競争が伴わない研究資金はその他研究費に区分
・「全国」には全国レベルの学会賞の他全国紙の新聞
社賞等を含み、「地方」には学会の支部賞の他、地方紙
の新聞社賞等を含む

・全国規模以上の学会のみ



（５）知的財産 （６）資格・経験等 （７）その他、研究業績として認められるもの
Ｂ　国際学会・会議役員,Ｃ　国内学会役員 Ｄ　学術雑誌編集委員 Ａ　特許 Ｂ　その他

役員期間
(自)

役員期間
(至)

雑誌規
模

編集雑誌名
委員期間
(自)

委員期間
(至)

特許取得国
特許状
況

発明名称 登録年月
実用新
案等状
況

実用新案名称
実用新案
登録年月

資格名 取得年月 経験_概要
経験_期間
(自)

経験_期間
(至)

研究_概要

・その他の「特記事項」がある場合は本欄に
入力

・大学以外の者で、弁護士、公認会計士、技術士等、マスコミ等の論説委員
等の本学の教育研究に寄与又は社会的に評価の確立しているもの

・全国規模以上の学会のみ ・実用新案、有体物の提供等



（７）その他、研究業績として認められるもの

研究_期間
(自)

研究_期間
(至)

・その他の「特記事項」がある場合は本欄に
入力



２－２．研究業績（人文・社会科学・体育系） （入力対象期間は、業績評価申請時までのすべての期間）
（１）原著
１）学術論文 ２）著書及び総説

Ａ　学術著書

教員氏名（直接入力） 論文区分 著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

著書区分 表題 発表年月

(入力例…研究業績入
力例シート参照）

・国際：外国語（国際語…英・独・仏語）で書かれたもの
雑誌検索

①入力の際は、下記「雑誌検索ボタンを
押下し、当該ウィンドウのプルダウンメ
ニューから雑誌を検索
②該当雑誌あり→選択→確定
③該当雑誌なし→ウィンドウの空欄に雑
誌名を直接入力→確定
（下記セルへの直接入力厳禁）



Ｂ　普及書・辞典・事典類

発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

・普及書：学術著書以外の著書で文科省検定済みの教科書を含む



３）記録 ４）その他
Ｃ　総説 Ａ　スポーツ競技実績 Ａ　翻訳

総説区分 著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

大会名 開催レベル 開催年月 著書区分

・監督、コーチ等を含み、３位以内のもの・学術雑誌又は国際会議或いは全国レベルの学会、会議等のプロシーディングに掲載され、学術上高い価値が認められるもの ・学術著書、辞典・辞書類の翻訳
雑誌検索

①入力の際は、下記「雑誌検索ボタンを
押下し、当該ウィンドウのプルダウンメ
ニューから雑誌を検索
②該当雑誌あり→選択→確定
③該当雑誌なし→ウィンドウの空欄に雑
誌名を直接入力→確定
（下記セルへの直接入力厳禁）



Ｂ　その他

表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場
合を除く）

著書区分 表題 発表年月
発行所（フルタイト
ル）

発表雑誌（フルタイ
トル）

発表学会（フルタイ
トル）

巻(号) 開始頁 終了頁

・学術雑誌、商業誌等に掲載される総説以外の技術解説等、ソフトウェアの開発で、学術上価値のあるもの・学術著書、辞典・辞書類の翻訳



（２）講演等 （３）外部研究費取得状況 （４）学会活動等
Ａ　学術表彰 Ｂ　国際学会・会議役員,Ｃ　国内学会役員

著者名（単著の場
合を除く）

講演種類 講演題目 講演年月 研究費区分 研究題目 役割 取得年月 金額 学術賞名
開催レベ
ル

受賞区分 受賞年月 学会_種類

・「全国」には全国レベルの学会賞の他全国紙の新聞
社賞等を含み、「地方」には学会の支部賞の他、地方
紙の新聞社賞等を含む

・取得に競争が伴わない研究資金はその他研究費に区分
・招待講演：基調講演者（Plenary speaker）、Keynote speakerが明記さ
れていること

・学術雑誌、商業誌等に掲載される総説以外の技術解説等、ソフトウェアの開発で、学術上価値のあるもの



（５）知的財産 （６）資格・経験等
Ｂ　国際学会・会議役員,Ｃ　国内学会役員 Ｄ　学術雑誌編集委員 Ａ　特許 Ｂ　その他

学会名
役員期間
(自)

役員期間
(至)

雑誌規模 編集雑誌名
委員期間
(自)

委員期間
(至)

特許取得
国

特許状
況

発明名称 登録年月
実用新
案等状
況

実用新案名称
実用新案
登録年月

資格名 取得年月 経験_概要
経験_期間
(自)

経験_期間
(至)

・大学以外の者で、弁護士、公認会計士、技術士等、マスコミ等の論
説委員等の本学の教育研究に寄与又は社会的に評価の確立してい
るもの

・実用新案、有体物の提供等



（７）その他、研究業績として認められるもの

研究_概要
研究_期間
(自)

研究_期間
(至)

・その他の「特記事項」がある場合は本欄に
入力



２－１．研究業績（理系） （入力対象期間は、業績評価申請時までのすべての期間）
（１）原著
１）学術論文

教員氏名（直接入力） 論文区分 著書区分 表題
発表年
月

発行所
（フルタイ
トル）

発表雑誌（フ
ルタイトル）

発表学
会（フル
タイトル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著の場合を除
く）

ImpactFac
tor（申請
時入力不
要）

帯広　太郎 審査制度のある学術雑誌(英文) 筆頭著者
Mutually inverse rhythmic and sigmoidal changes in activity of
cytoplasmic and chloroplast glyceraldehyde 3-phosphate
dehydrogenases in Lemna gibba G3.

1978/10
Plant and
Cell
Physiology

19(5) 749 758

帯広　太郎 審査制度のある学術雑誌(英文) 筆頭著者
Modes of control by the circadian oscillator of cytoplasmic and
chloroplast glyceraldehyde 3-phosphate dehydrogenases in Lemna
gibba G3.

1979/06
Plant and
Cell
Physiology

20(3) 513 321

帯広　太郎 審査制度のある学術雑誌(英文)
Correspon
d

Characterization of ATPase activity associated with plasma
membrane from Vigna hypocotyls

1984/07
Plant and
Cell
Physiology

25(7) 1265 1276

帯広　太郎 審査制度のある学術雑誌(英文) 筆頭著者
Biochemical modeling of an autonomously oscillatory circadian
clock in Euglena

1985/06 Science 228(10) 1284 1288
Obihiro, T., Jyuui, S.,
Chikudai, J.

帯広　太郎 審査制度のある学術雑誌(和文) 筆頭著者 乳熱病歴を有する乳牛のホルモンの変動 1996/10
日本獣医師
会雑誌

49(10) 724 728
帯広太郎、畜大二郎、獣
医三郎、畜産花子

帯広　太郎 審査制度のある学術雑誌(和文) 筆頭著者 牛の白血病の研究 1998/06 動物臨床医 7(1) 17 20

帯広　太郎 審査制度のある学術雑誌(和文) それ以外 牛舎飼養牛の削蹄後の形状変化 1999/07
日本獣医師
会雑誌

52(7) 421 426 畜産花子、　帯広太郎

①入力の際は、下記「雑誌検索
ボタンを押下し、当該ウィンドウ
のプルダウンメニューから雑誌を
検索
②該当雑誌あり→選択→確定
③該当雑誌なし→ウィンドウの空
欄に雑誌名を直接入力→確定
（下記セルへの直接入力厳禁）



２）著書及び総説
Ａ　学術著書 Ｂ　普及書・辞典・事典類

著書区分 表題 発表年月
発行所（フ
ルタイトル）

発表雑誌
（フルタイ
トル）

発表学会
（フルタイ
トル）

巻
(号)

開始頁 終了頁
著者名（単著の
場合を除く）

著書区分 表題
発表
年月

発行所
（フルタ
イトル）

発表雑誌
（フルタイ
トル）

発表学会
（フルタイト
ル）

巻
(号)

開
始
頁

終
了
頁

著者名（単著
の場合を除
く）

共著者

Toward a molecular mechanism for circadian clock(s) in
Euglena gracilis.　　　　　　　　　　In Circadian Clocks and
Ecology
(Eds: Chikudai, J., Chikusan, H.)

1989/06

Hokkaido
University
Press，
Sapporo

61 81

Jyuui, S.,
Obihiro, T.
ISBN  1-2345-
6789-1

・学術論文
及び学術
著書入力
例に準じ入

共著者
1.2.3章　分子生物学的（分子遺伝学的）機構
１節　ミドリムシ．時間生物学ハンドブック（畜大二郎　編）

1991/10
朝倉書店，
東京

140 152
獣医三郎、　帯
広太郎　ISBN
1-9876-5432-

共著者
Circadian rhythms in Chlamydomonas.
In Circadian Clock from Cell to Human
(Eds: Chikudai, J., Chikusan, H.)

1992/06

Hokkaido
University
Press，
Sapporo

139 155

Jyuui, S.,
Obihiro, T.
ISBN  1-2468-
1357-1

共著者
①細菌の一般性状；②抗原と抗原性；③免疫応答の機序．
獣医微生物学（畜大二郎　編）　※　１冊の著書に複数の項
目を執筆している場合の例

1993/06
文永堂出
版，東京

①5②20
③131

①11②
30③135

獣医三郎、帯
広太郎
ISBN  1-2233-
4455-6

共著者
第１部第１章　不足払い制度と加工用小豆市場．
価格政策と日本畑作（獣医三郎・畜大二郎　編著）

1995/02
北海道大
学図書刊
行会，札幌

10 15

・普及書：学術著書以外の著書で文科省検定済みの教科書を含む



３）その他
Ｃ　総説 Ａ　翻訳

総説区分 著書区分 表題 発表年月
発行所
（フルタイ
トル）

発表雑誌
（フルタイ
トル）

発表学会
（フルタイ
トル）

巻
(号)

開始
頁

終了
頁

著者名（単
著の場合を
除く）

ImpactFacto
r（申請時入
力不要）

著書区分 表題 発表年月
発行所
（フルタイ
トル）

発表雑
誌（フル
タイトル）

発表学
会（フル
タイトル）

巻(号) 開始頁 終了頁
著者名（単著
の場合を除
く）

・学術論文
及び学術
著書入力
例に準じ

・学術論文及び
学術著書入力
例に準じ入力

・学術雑誌又は国際会議或いは全国レベルの学会、会議等のプロシーディングに掲載され、学術上高い価値が認められるもの ・学術著書、辞典・辞書類の翻訳

①入力の際は、下記「雑誌検索ボタン
を押下し、当該ウィンドウのプルダウ
ンメニューから雑誌を検索
②該当雑誌あり→選択→確定
③該当雑誌なし→ウィンドウの空欄に
雑誌名を直接入力→確定
（下記セルへの直接入力厳禁）



（２）講演等 （３）外部研究費取得状況

Ｂ　その他

著書区分 表題 発表年月
発行所
（フルタ
イトル）

発表雑
誌（フル
タイトル）

発表学
会（フル
タイトル）

巻(号)
開始
頁

終了
頁

著者名（単著
の場合を除
く）

講演種類 講演題目 講演年月 研究費区分 研究題目 役割

・学術論文
及び学術
著書入力
例に準じ

国際会議・シンポジウム
等での招待講演

○○の○○に基づいた○○の系統進化：特に○
○の○○学的な問題点について. 日独合同○○
学術交流会議（開催場所,開催地）．

1998/10
国・地方公共団体・財団等か
らの研究費

○○○○の○○学的および
○○学的研究 基盤研究B

研究代表
者

・取得に競争が伴わない研究資金はその他研究費に区分・招待講演：基調講演者（Plenary speaker）、Keynote speakerが明記されていること・学術雑誌、商業誌等に掲載される総説以外の技術解説等、ソフトウェアの開発で、学術上価値のあるもの



（４）学会活動等 （５）知的財産
Ａ　学術表彰 Ｂ　国際学会・会議役員,Ｃ　国内学会役員 Ｄ　学術雑誌編集委員 Ａ　特許 Ｂ　その他

取得年月 金額 学術賞名 開催レベル
受賞
区分

受賞年
月

学会_種類 学会名
役員期間
(自)

役員期間
(至)

雑誌
規模

編集雑誌名
委員期間
(自)

委員期間
(至)

特許取得国
特許
状況

発明名称
登録年
月

実用新
案等状
況

実用新案名
称

実用
新案
登録
年月

1998/04 5,000,000
○○学会
○○支部
賞

地方
学術
賞

2010/03 国内学会役員
日本○○学
会○○委員

2002/01 2004/12 全国
日本○○学会○
○誌編集委員

2005/01 2007/12 JP : 日本国 取得
○○の○○とその○○
方法（特願0000-000000)

2010/03
・特許入力例
に準じ入力

・実用新案、有体物の提供等・全国規模以上の学会のみ
・「全国」には全国レベルの学会賞の他全国紙の
新聞社賞等を含み、「地方」には学会の支部賞の
他、地方紙の新聞社賞等を含む

・取得に競争が伴わない研究資金はその他研究費に区分



（６）資格・経験等 （７）その他、研究業績として認められるもの

資格名
取得年
月

経験_概要
経験_期間
(自)

経験_期間
(至)

研究_概要
研究_期間
(自)

研究_期間(至)

弁護士 2000/04
（簡潔に適
宜入力：内
容は任意）

2005/04 2011/03
座長　日本○○学会（開
催場所，開催地）

2006/09 2006/09

・その他の「特記事項」がある場合は本欄に入力
・大学以外の者で、弁護士、公認会計士、技術士等、マスコミ等の論説委員等
の本学の教育研究に寄与又は社会的に評価の確立しているもの



３．臨床経験業績 （入力対象期間は、業績評価申請時の前年度までの３年間、ただし、（１）Aはすべての期間）
（１）主として採用人事に当たって評価対象とする項目
Ａ　臨床および検診などの経験年数 Ｂ　症例報告・研究発表等 Ｃ　招待講演 Ｄ　臨床指導経験

教員氏名（直接入力）
経験期間
(自)

経験期間
(至)

勤務先等 形式 年月 題目 年月 講演題目 主催団体名 期間(自) 期間(至) 主催者 場所

(入力例） 2000/04 2010/03 ○○動物病院 報告書　第１著者 2010/04 ○○学会 2010/04 ○○に関する基礎的研究 ○○農済 2000/04 2010/03 ○○動物病院院長 ○○動物病院



（２）主として教員の業績評価対象とする項目
Ｅ　その他臨床経験業績として認められるもの Ａ　年間患畜数 Ｂ　年間集団検診数Ｃ　年間学用患畜数Ｄ　症例報告・治療試験などの件数 Ｅ　その他臨床経験業績として認められるもの

内容 期間(自) 期間(至) 内容 役割 年度 件数 年度 件数 年度 件数 形式 年月 事項 期間(自) 期間(至) 内容

○○に関して研修医指導 2005/04 2010/03
（A～D以外について適宜
記載のこと）

主治医 2010年度 300 2010年度 150 2010年度 20 報告書　第１著者 2010/04 ○○に関する基礎的研究 2005/04 2010/03
（A～D以外について適宜
記載のこと）



４．社会貢献業績（入力対象期間は、業績評価申請時の前年度までの３年間）
（１）地域貢献項目
Ａ　公開講座等の講師 Ｂ　審判・役員等 Ｃ　生涯学習・社会人教育他

・（例）非常勤講師

教員氏名（直接入
力）

実施年月 講座名
大会レベ
ル

開催年度 大会名 開催地 審判役員名等 役割 実施年月 事項 題目 内容

(入力例） 2010/04 ○○市民講座 全国大会 2010年度 ○○大会 ○○県 ○○審判員 リーダー 2010/04 ○○講習会 ○○を考える 講義及び実習



Ｄ　地域還元事業

役割 実施年月 事項 題目 内容

リーダー 2010/04 ○○地域人材育成事業 ○○を考える 講義及び実習

・（例）出前授業等



（２）国際貢献項目
Ｅ　地域研究機関・研究ネットワーク Ｆ　公的機関審議会委員等 Ｇ　学会の主催(国内、国際) Ａ　国際連携・協力プロジェクト

・（例）政府間プロジェクト等

役割 期間(自) 期間(至) 名称 活動内容 期間(自) 期間(至) 委員名等
学会レベ
ル

役割 年度 学会名 場所 役割 年度 プロジェクト名

リーダー 2009/04 2010/03
○○エリア○○コンソーシ
アム

○○に関する調査研究 2009/04 2010/03
○○市○○審議会○○委
員

地方 役員 2010年度 ○○学会○○支部 ○○市 リーダー 2010年度
○○国○○開発プロジェ
クト



（３）その他社会貢献業績と認められるもの
Ｂ　国際研修会 Ｃ　国際協力組織 Ｄ　外国人研究者の受け入れ Ｅ　外国人研究生の受け入れ

役割 期間(自) 期間(至) 事項 名称 役割 期間(自) 期間(至) 事項 名称 期間(自) 期間(至) 氏名 期間(自) 期間(至) 氏名 年度

リーダー 2010/04 2010/04 国際○○事業 第○○回○○研修会 リーダー 2010/04 2011/03 ○○集団研修
「○○システム」○○改良
技術○○担当

2009/04 2010/03 ○　○○ 2009/04 2010/03 ○　○○ 2010年度

・その他の「特記事項」がある場合は
本欄に入力



（３）その他社会貢献業績と認められるもの

事項

（（１）～（２）以外について
適宜記載のこと）

・その他の「特記事項」がある場合は
本欄に入力



５．管理運営業績 （入力対象期間は、業績評価申請時の前年度までの３年間）
（１）管理運営 （２）教育組織運営

１）教育課程の長 ２）大学教育センター ３）連合大学院（岐阜・岩手）
Ａ　代議（委）員

教員氏名（直接入
力）

管理_役職 期間(自) 期間(至) 「役職=施設長」時選択 教育_役職 期間(自) 期間(至)
「役職=専攻長」時
選択

大教_役職 期間(自) 期間(至)
「部」「室」選
択時

代議
（委）員

期間(自) 期間(至) 連大

(入力例） 施設長 2008/04 2010/03 情報処理センター長 専攻長 2008/04 2010/03 畜産衛生学専攻 学部教育部 2008/04 2010/03
部会議構成
員

有 2008/04 2010/03 岩手

・施設長：原虫病研究センター長、地域共同研究（地域連携推進）センター長、畜産
フィールド科学センター長、大動物特殊疾病（動物・食品衛生）研究センター長、附属
家畜病院（動物医療センター）長、保健管理センター所長、情報処理センター長

・「その他」…学生相談室、就職支援室、課外活動支援
室、留学生支援室、ERC



（３）研究組織運営 （４）入試 （５）各種室・オフィス・委員会等
４）別科 Ａ　室・オフィス・委員会等 Ｂ　専門部会・ワーキンググループ

・「その他」…推薦、編入学の出題、面接委員

別科_役職 期間(自) 期間(至) 部門_役職 期間(自) 期間(至) 部門名 入試_役職 従事年度 委員名等
「その他」選択
時

オフィス_役
職

期間(自) 期間(至) オフィス名等 専門_役職

別科主任 2008/04 2010/03 副部門長 2008/04 2010/03 畜産衛生学 その他 2010年度
３年次編入試験出題委員
(小論文)

編入学の出
題

委員(構成
員)

2008/04 2010/03 ○○室 委員(構成員)

・部門長…平成１９年度までの学科長を含む
・副部門長…平成１９年度までの講座主任を含む



（６）ネットワーク統括管理者等 （７）教育研究プロジェクトへの参加 （８）その他
Ｂ　専門部会・ワーキンググループ Ｃ　その他

・ハラスメント相談員等 ・大学説明会担当者等

期間(自) 期間(至) 専門部会名等 その他_名称 期間(自) 期間(至) 期間(自) 期間(至) ネット統管_役職名
教育Proj_
役職

期間(自) 期間(至) プロジェクト名等 期間(自) 期間(至) その他管理_内容

2009/04 2010/03 ○○WG
（A～B以外について適宜
記載のこと）

2009/04 2010/03 2008/04 2010/03 ○○○管理者 その他 2005/04 2010/03 ○○GPプログラム 2009/04 2010/03
（（１）～（７）以外について
適宜記載のこと）

・基幹サーバ管理者、ネットワークグループ代表
者、ホームページ管理者を含む

・教育GP、大学院GP、GCOE等、大型プロジェクト等への参加


